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令和７年度 第３回 早島支援学校 学校運営協議会 要項 
 
１ 日 時 令和８年２月３日（火）１３：３０～１５：３０ 
 
２ 会 場 岡山県立早島支援学校 大会議室 
 
３ 参加者 ・学校運営協議会委員１３名 
         ・学校（事務部長、副校長、各部教頭、主幹教諭、指導教諭、進路指導主事、交流ボランティアチー

フ）１３名 
 
４ 内 容 
（１）開会行事 
    ①開会挨拶                                     ＜校長＞ 
    ②日程説明                                     ＜事務局＞ 
 
    ※学校関係者評価委員会を先に行います。 
学校関係者評価委員会 
（2）質疑応答  
三好：3地域とともに開かれた学校づくりの 18 の内容の確認 →ボランティアを受け入れたり、一緒に教育活
動をしたりする計画、実施をしているかという意味  
西田様：写真入りで分かりやすかった。生成 AIの活用、議事録以外でどのような活用や研修をしているか。 
→研修ではガイドライン、何をしてよいかの確認、使うことに慣れることを最初のステップとして研修（資料、授
業案等を研修）している。 
 
（２）説明・協議                                      ＜進行：会長＞ 

  ○重点協議事項「地域に開かれた学校づくり」に関する取組について 
・令和７年度の取組                             ＜副校長＞ 

 
    ○来年度の学校経営計画について                  ＜校長＞ 
井上み様：2（1）教室ケアの拡充におけるよかった点は？ →帰りの会に参加できなかったが、その場でケアで
きるので友達と一緒に参加でき、友達の話を聴くこともでき、一体感が生まれる。医ケアルームへの移動のた 
めできなかった学習保障や休憩時間を友達と一緒に過ごせるように。 
西田様：鳥取や島根の地震。防災体制の見直し、充実によって子ども、保護者が安心できる取り組みを続けて
ほしい。  
    〇グループ協議 
     協議題「来年度に向けて」 

 ・安全班（井上み様、中島様、花元様、上村様、久本校長、齊藤教頭、阿部教頭、西山主幹、滝澤指導教

諭） 

      ＜大会議室＞ 

     ・進路班（西田様、羽原様、三好様、平岡様、三宅教頭、大森教頭、西原主幹、田原指導教諭、佐藤進路

指導主事） 

      ＜応接室＞ 

     ・地域交流・地域貢献班（野中様、中元様、田野様、井上と様、事務部長、江口副校長、佐々木主幹、交

流ボランティアチーフ） 

      ＜小会議室＞ 
     

〇グループ協議の内容の共有 
 
（３）各委員から 
西田様：大学院生が卒業後の進路について研究している。就労には、地域差がある。進路指導の頑張り、企業
との連携が関係しているのではないかと思う。情報共有が進路先につながっている。 
中島様：防災に関する話し合いに参加。安心安全な県であったが、そうではなくなってきている。訓練やシミュレ
ーションはしてきたが、より細かな準備の必要性を感じている。 
井上み様：今回参加でき、真摯に取り組んでいることが分かった。医療的ケアや防災の面でサポートしていき
たい。学校から病院への渡り廊下の耐震は大丈夫だった。 
羽原様：繋がりを教育に活かしている。地道な発信や活動を積み重ねられている。できることがあれば繋がっ
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ていきたい。  
三好様：就学進学相談会を開催。慢性疾患の支援事業の中で、就職支援が加わる。ハローワークに難病担当
の方がいる。行政と一緒にどんな取り組みができるかを今後考えていく。学校ともできる連携をしていきたい。 
平岡様：地震は急に来るので、訓練していても実際に起こるとどうしようとなる。突発的な訓練の必要性を感じ
た。出張相談会で相談員が学校へ行き、保護者とつながる機会を設定していることもあった。そんな場があっ
てもよいのかも。 
井上様：居住地校交流、4 年生との交流、ありがとうございました。本校の知的の支援学級が栴檀の家に行っ
た。保護者にも好評。相談できる場を知ってもらえた。地域に開いていくことの必要性を感じた。来年度、情緒
の通級を開設。職員の指導力向上も含め、今後ともご協力を。 
花元様：地域の方や関係者が学校をより良くするために話し合う場の凄さを実感した。学校評価のアンケート
を見ていて、保護者の方が肯定的意見が多いのを見て、先生の評価の厳しさを知った。体調が悪い保護者が
多い。子どもたちを支える人が元気であることが大事なので、保護者に元気を与えられるような PTA にしてい
きたい。先生も頑張りすぎないように。 
上村様：11年学校に通っていても、我が子の教室にしかいかない。行ったことが無い場も多い。防災の備蓄品
や防災のために準備していることを初めて知った。全保護者が知っておく必要があることなので、保護者が考
え、参加できる機会が必要。 
 
 
 
（４）閉会行事 
 
 
 
 
    学校運営協議会委員 

氏 名 職 名 

西田 裕明 川崎医療福祉大学 医療技術学部 健康体育学科 講師 

中島 英彦 倉敷市役所保健福祉局子ども未来部子育て支援課 

井上 美智子 独立行政法人 国立病院機構 南岡山医療センター 院長 

野中 亨介 早島町社会福祉協議会 事務局長 

羽原 洋陽 岡山障害者職業センター 所長 

中元 保子 早島町愛育委員会 会長 

三好 祐也 認定 NPO法人 ポケットサポート 代表理事 

平岡 憲一 社会福祉法人リンク 早島地域生活支援センター 管理者 

井上 徹 早島町立早島小学校 校長 

田野 利昭 早島町立早島中学校 校長 

久本 晃司 岡山県立早島支援学校 校長 

花元 晴美 岡山県立早島支援学校 ＰＴＡ会長 

上村 奈津美 岡山県立早島支援学校 ＰＴＡ副会長 

 


